
令和 5年 5月 29日 

記録：関根 浩 

 

令和 5年度 第 1回 教育課程編成委員会 議事録 

 

１．日時  令和 5年 5 月 18日(木) 13時 30 分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 2階会議室 

３．出席者 田中孝彦（一般社団法人埼玉県老人福祉施設協会西部圏域 監事） 

      横手広美（飯能市基幹型包括支援センター 主査・保健師） 

小林健一（つつじの園 施設長）  

平澤淳校長 星野成美介護福祉学科長 岡村忠彦教務部長 

関根浩学務部長 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 委員委嘱状交付・自己紹介 

③ 教育課程編成に係る現状と課題等 

④ 年間行事予定について 

⑤ 事務連絡他 

⑥ その他 

５．校長挨拶 

  本日は、お忙しい中、お越しいただきまして誠にありがとうございます。介護実習を  

含め色々な面でお世話になっています。お聞きした業界の意見を活かし、どのような 

形にして授業を展開していくかが大切となります。中には、不安な学生もおりますが、

2 年間しっかりと勉強を頑張っていただきたいと願っています。本日は、ご意見よろ 

しくお願い致します。 

６．委員委嘱状交付・自己紹介 

  個々に委嘱状が手渡され、教育課程編成委員の新任自己紹介を行った。 

業界関係 田中孝彦様…団体では、例えば介護保険事業計画等の取り組み等。 

特別養護老人ホーム杏樹苑施設長。 

業界関係 横手広美様…飯能市社会福祉協議会へ飯能市役所より出向。 

７．教育課程編成に係る現状と課題等 

  ①令和 4年度の報告 

   卒業生は 36 名、うち国家試験受験者は 35 名で 1 名が家族とも相談した上で本人の

希望により未受験でした（介護施設勤務）。合格者は 32 名 92.5％の合格率、うち   

日本人 15 名全員合格 100％、留学生 20 名中 17 名 85％が合格致しました。国家試験

に向けて、科目である「国家試験対策講義」で問題と解くだけではなく、他の授業で

も国家試験問題を解かせた授業を行いました。また、模擬試験の試験結果分析の見方

を学生達に説明し、本人達にアドバイスをしました。その他、留学生達に関しては、



保証人施設等に連絡をし、普段の勉強成績等を伝え、三者で話し合いながらの指導を

実施した。留学生は、モチベーションが高く、日本語検定 1 級の取得者が、勉強が 

出来ない友人達に教えていました。そんな頑張っている留学生を見て、刺激を受けた

日本人も頑張ったようで結果に繋がったと思われます。 

  ②令和 5年度在籍数 

   クラス全員が仲の良い 1 年生は 38 名、うち休学者（体調不良）1 名・内部進学生 10

名・委託訓練生 3 名・留学生 10名（男 3女 7）です。年齢層は 10～60代で、うち留

学生は 20～30 代、留学生の出身国は、インドネシア 6 名・ベトナム 3 名・      

フィリピン 1名で日本語の理解力は良い方です。 

   2 年生は昨年度中に進路変更・体調不良により 7 名の退学者が出てしまい 30 名、  

うち委託訓練生 3 名・留学生 16名（男 4女 12）です。留学生は日本語能力が乏しい

ことにより、先日行った国家試験問題も厳しい結果となってしまいました。留学生の

出身国は、インドネシア 6 名・ベトナム 3 名・フィリピン 1 名で日本語の理解力は 

全体的に良い方です。1月の国家試験に向けて頑張ってもらいたいです。                                                                                                                 

  ③job café開催予定 

   新型コロナウイルス感染防止の為に休止していた「job café」を 10 月 6 日(金)に  

開催を予定しています。2 年生はもちろん 1 年生も参加させ、早期の就職内定へ   

向けて、学生達の背中を後押ししていきます。また、履歴書の書き方や、ビジネスマ

ナー研修なども指導する予定です。 

  ④日本語講座への積極的な参加（留学生） 

   7月の日本語検定に向けて、実習期間中の自宅学習日にも「日本語講座」を行います。

日本語検定 2級を取得している学生は、国家試験も合格しやすいと、ここ数年のデー

タでそう思われます。 

  ⑤教員体制 

   昨年度まで専任教員だった高橋薫が非常勤へ、新しく佐々木俊史が専任教員となった。 

８．年間行事予定について 

   徐々に戻りつつある生活の中、ここ数年中止になっていた「学園祭」を開催する予定

です。 

７．助言・意見・アドバイス・質問等 

  ・多くの留学生が在籍していることに驚き、介護不足が影響しているんだなぁと感じ 

た。また、先生方も日本語での授業を教えるにあたり、苦労されていることが理解で

きた。 

    → 日本人も、本来、学ばなければならない介護よりも、基本的な部分が足りて  

いません。 

   多くの学生達を国家試験に合格させたのは先生方の賜物であろう。 

  ・退学した理由は？ 

    → 精神的に弱い学生が多くなり（薬を飲んでいる）、学校に来ることが出来ない、

登校したいのに電車に乗る気持ちになれない等の体調不良、1年留年して続け



たいとヤル気はあったが、介護実習で厳しい結果となってしまう等の進路変更、

想像していた介護と違うと感じ退学した学生もいました。 

   退学しないで欲しいですよね。 

  ・介護施設では、技能実習生の中でも日本語検定 2 級・3 級を取得しているが、3 級で

は、コミュニケーションが理解しづらいようだ。母国語で友人同士と話しているせい

でもあるからだと思われる。介護施設でも、もっと利用者の方々との日本語での    

コミュニケーションをとることが必要だと感じた。 

  ・授業内でのハラスメント等、その対処法等の教育は行われていますか？ 

    → 「介護の基本」の教科書の範囲までは学んでいる。また、事件・ニュースに   

なった出来事は、何で起こったのか？背景など…グループワークなどを行い、

授業内で情報共有しているが、学生の反応はあまりない。 

対処法までは学んでいません。 

   介護現場では、利用者様からのハラスメントの対処法なども学んでいる。施設側で 

極力起きないようにと、例えば、利用者様に手をあげたら暴行罪、見過ごしたら同罪

だと研修で教えている。また、ストレス解消法なども研修等で実施しています。 

    → ハラスメント等の対処法まで授業の中に取り入れていきたいと思います。 

８．次回開催予定  令和 6年 2月 26日(月) 13時 30分 2階会議室 



令和 6年 3月 1日 

記録：関根 浩 

 

令和 5年度 第２回 教育課程編成委員会 議事録 

 

１．日時  令和 6年 2 月 26日(月) 13時 30 分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 2階会議室 

３．出席者 田中孝彦（一般社団法人埼玉県老人福祉施設協会西部圏域 監事） 

      横手広美（飯能市基幹型包括支援センター 主査・保健師） 

小林健一（つつじの園 施設長）  

平澤淳校長 星野成美介護福祉学科長 岡村忠彦教務部長 

関根浩学務部長 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 教育課程編成に係る現状と課題等 

③ 就職状況・学生アンケート結果等 

④ 質疑応答等 

⑤ 事務連絡他 

⑥ その他 

５．校長挨拶 

  本日は、お忙しい中、お越しいただきまして誠にありがとうございます。3月 6日(水)

が卒業式となっていますが、卒業学年で若干 1名、事情により介護実習中の学生もいる

が、全員が 3月中に卒業できそうです。1 月末に行われた介護福祉士の国家試験は全員

が合格できればと願っています。次年度は 20 名弱の留学生が入学してきます。学生達

は、実践的な授業が必要です。本日、この会議で、ご意見等よろしくお願い致します。 

６．教育課程編成に係る現状と課題等 

  ①在籍数 

   1 年生は入学時、38 名だったが 9 名の退学者が出たことにより現在は 29 名、内 1 名

は体調不良により休学中となっています。年齢は 10～60 代、ハローワークからの  

委託訓練生が 3 名、大川学園高校の内部進学者は 5 名、入学時は 10 名の内部進学者

がいましたが、半分が退学してしまいました。 

   卒業する 2 年生は 29 名、2 年次に 1 名の退学者が出ました。卒業予定の 29 名の内  

1 名は、事情により再実習となり、現在実習中ですが、3 月後半までには、全て終了

し、年度内に卒業する予定となっています。 

  ②国家試験受験状況報告 

   国家試験受験者数は 29 名、2 年生全員が受験しました。内訳は、日本人が 13 名、  

留学生が 16名です。その他に、既卒者が 14名受験しました。今回の試験は、昨年度

に比べ、留学生にとっては、問題の読み込みが難しかったのではないかと思われ、  



既卒者も厳しい結果になったのではないかと思われます。 

  ③学生動向 

   結論的に言うと、日本人学生のモチベーション維持が難しいということです。つまり、

10 名という多くの退学者にも現れているように、学力的よりも精神的に難しかった

ということです。特に１年生は、実習では問題なかったが、授業になると下痢や頭痛

だけで欠席し、進級等に影響のある定期試験でも些細な理由により欠席してしまうと

いった状況でした。退学した学生の中には、友人と話を合わせるのが辛くなり、疲れ

てしまったと言っていた学生もいました。現在、26 名の留学生が在籍し、インド  

ネシア･ベトナム･中国･フィリピン･カンボジアが出身国となっています。                                                                                                                

  ③今年度の学科の教育・授業・実習について 

   教育に関しては、成績が振るわない学生に対し補講を行ってきましたが、学生達は 

伸び悩んでいました。実習施設の受け入れに関しては、数年前のコロナ禍に比べ、  

取り戻してきたように感じました。確かに、学生の実習先で新型コロナウイルスに 

感染してしまった職員様や利用者様の方が発生した介護施設に際しては、フロアー 

異動等を実施していただき、おかげさまで、ほとんどの学生が、実習中止までには  

至りませんでした。また、1 年生は、実習終了後に就職を考えたアルバイトとして  

勤務する学生も数人、現在も働いています。授業等に関しては、東京ビッグサイトで

開催されていた『国際福祉機器展』へ出向き、最新の介護機器などの見学、情報収集

と体験してきました。また、4 年ぶり当校で開催した『大川学園祭』で、「車いす   

体験」等の出し物を実施しましたが、中学・高校時代に、コロナ禍で行事が出来な  

かった真っ只中の学生達なので、教員が介入しないと企画が成り立たないといった 

感じでした。そして、新型コロナウイルス感染防止の為に休止していた「job café」

も 3 月 14 日(木)に開催する予定となっています。日本語の授業に関しては、留学生

全員が真面目に出席していました。２年生は、日本語検定２級を合格する学生も多く

みられ、残り３名は次回の日本語検定に向けて頑張って欲しいと思います。やはり 

日本語検定２級を取得していないと国家試験の問題を理解することが難しいと思わ

れるので、留学生達には、是非とも挑戦していただきたいです。 

  ④令和６年度に向けて 

   ★退学者を減らす 

   ★国家試験対策の強化 

この 2 点を来年度の課題にしようと考えています。それにプラスし、これから  

先の学生達には、個別指導が必要であり、重要となってくるのではないかと思わ

れます。 

７．就職状況・学生アンケート結果等 

   就職状況に関しては、29 名中、27 名が内定を獲得している。内訳は、特別養護老人   

ホームが 17 名、病院が 4 名、介護老人保健施設が 3 名、サービス付き高齢者向け  

住宅 3名となっています。未決定者の 2 名もある程度、希望施設等の方向は決まって

いる状況です。学生アンケート結果については、中には厳しい意見もありましたが、



温かいお言葉として考え、また、「なぜ入学を本校に決めたのか？」という質問の  

回答を参考に募集へと繋げていきたいと考えています。そして、最後の方にある質問

での、「当校に入学して良かったか？」や「親族に当校を勧めるか？」の回答率を 100％

に近づけるような環境づくりに心掛けていきたいと考えています。 

８．質疑応答等 

 ・退学者９名が気になった。星野学科長の話を聞く範囲では学力は勿論、色々とあった  

ようで…。今時の若者のありがちな状況のモチベーションのようですね。介護施設でも、

同じような状況が発生している為、どのようにしたら離職を防げるのか？…対策を  

考えている最中である。 

 ・最近の介護施設では、外国人の採用が増えてきているが、当施設にも 4名の外国人技能

実習生が働いている。そのうちの 2 名は、国が一緒で仲が良く、母国語で会話をして 

いることもあり、2 年経ってもなかなか日本語能力が上がらず成果も出ない。 

 ・退学者９名には驚いた。今の若者達は、「モチベーションが上がらないからやめちゃ  

おう」というという雰囲気が見受けられる。コロナ禍の中で育った中学生や高校生は、

集団行動が苦手で出来ない生徒が多い。民間の企業でも、同じような状況だとお聞き 

した。 

 ・柔道整復学科の学生も、「親に言われて入学した」と言っていた学生もいたので痛感  

した。 

 ・わせがく夢育高等学校で「認知症サポーター養成講座」の授業をしてきた。50 名程の 

生徒さん達がいらしたが、その中に福祉に興味ある生徒さんが多くみられた。大川学園

医療福祉専門学校は、わせがく夢育高校学校にＰＲをしているのか？ 

   ⇒ 会場ガイダンスに参加させていただいています。ただ、介護の紹介をするなど、

ガイダンスに行かせていただいても学校の名前を出してはいけないとか…色々

と制限はあります。最近、福祉に興味があると言っている生徒さんも、親又は  

知人からの説明だけで安易に考えていることが多く、大きいくくりの福祉と  

いった認識しかない生徒さんが見受けられます。そんなこともあり、実習での 

記録を書かせると、自分が行ったことは記入するが、そこで何を学ばせていた 

だいたのかが記入出来ない学生が多い。 

 ・やはり退学者９名が気になった。モチベーションの維持や入学動機が薄い、定期試験は

休んでしまうなど…先生方は大変でしょうね。また、国家試験の結果も心配ですね。 

 ・今後、我々介護施設でも、介護の魅力を発信していくことが大切…いや、やらなければ

ならない。頑張っていきましょう！ 

・介護福祉士の国家試験が不合格になった場合はどうなってしまうのですか？ 

⇒ 不合格となった場合でも、卒業した翌年度から 5年間は介護福祉士となる資格を          

有する者とする経過措置が設けられ、介護福祉士の「登録証」が届けられます。

よって、5年後に登録し、介護福祉士となることができます。また、1年次までの

学習で、介護職員初任者研修の修了が得られる為、就職は問題ございません。 

 ・介護施設でも、無資格で勤務しているというのはちょっと…ということで来年より、  



無資格の職員については、「認知症介護基礎研修」を学んでもらうことになった。 

 ・今年度の就職状況で、障害者支援施設に内定した学生はいなかったのか？ 

⇒ 今年度は、就職希望者が現れず、学年によって差があり、現在の 1年生には数人、 

     障害者支援施設を希望している学生がいます。 

９．次回開催予定  令和 6年 5月 16日(月) 13時 30分 2階会議室 


